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1．メタ空間スタジオの完成
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2．仮想空間デザインコンテストの開催

•メタ空間スタジオを利用

•28チーム，199人が参加
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2．仮想空間デザインコンテストの開催

•6団体による表彰
•崇城大学学長賞
•肥後銀行頭取賞
•熊本日日新聞社長賞
•熊本市北区長賞
•ジェイコム九州熊本局長賞
• IoT・AIセンター長賞
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2．仮想空間デザインコンテストの開催

•メディアに掲載
•RKKテレビ「ゲツキン!」
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2．仮想空間デザインコンテストの開催

•RKKテレビ「ゲツキン!」
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2．仮想空間デザインコンテストの開催

•ジェイコムニュース
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2．仮想空間デザインコンテストの開催

•熊本日日新聞朝刊

8



3．DXfromKumamotoの設立と
DXシンポジウム2022の開催

• IoT・AIセンター長が発起人となり，県内外から11団体が集結
1. 総務省 九州総合通信局
2. NTT西日本
3. ソフトバンク
4. NECソリューションイノベータ
5. 肥後銀行
6. 熊本日日新聞社
7. KIS
8. 九州テレコム振興センター
9. 九州デジタルソリューションズ
10.一般社団法人SCBラボ
11.崇城大学IoT・AIセンター 9



3．DXfromKumamotoの設立と
DXシンポジウム2022の開催

• 7月23日・24日に開催
560人が参加（オンライン）

•県内外のDXの有識者が登壇
•中山学長

•大西市長

•森本総務省九州総通局部長

•塩谷NEC-SIフェロー

•星合センター長 ほか

登壇者 13名 産業界：8名

行政：3名 学術：2名
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3．DXfromKumamotoの設立と
DXシンポジウム2022の開催

• メディアに掲載
•熊本日日新聞

• ジェイコム九州

SCB放送局学生スタッフがライブ配信を担当
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熊本日日新聞朝刊

J:COMニュース



4．見学・視察対応と模擬講義の実施

12
7月26日都城西高校

•見学・視察
•一般70名（総務省・熊本県庁・肥後銀行など13社）

•高校生240名（熊本工業高校・大津高校・熊本西高・都城西高など）

•模擬講義
•高校生向け実施



5．学生の活躍

• SCB放送局
•熊本市との共同プロジェクト：
小中学校向けに地域の
サプライチェーンを学ぶ講座を番組配信

•防災ラジオドラマ制作プロジェクト：
SCB活動が注目され北海道新聞が取材
熊本シティエフエムやFM桐生で放送

135月28日北海道新聞朝刊

7月13日熊本市内3小学校に生配信

6月9日シティエフエムで放送



5．学生の活躍

• SOJOプロジェクト（地域メディア応用）
学生の動画作品が高く評価され、九州・山口J:COMで放送

14


